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日本気象学会1995年度春季大会の報告

　日本気象学会1995年度春季大会は，気象庁とKKR

東京を会場として1995年5月15日（月）～17日（水）に

行われた．参加者数は616名（一般会員394，学生会員

154，非会員68）であった．

　2日目午後には，気象庁講堂で大会シンポジウム

「1994年の日本の夏」が行われた．これに続いて総会が

開かれた．その際，中島映至会員に日本気象学会賞が，

田中正之会員に藤原賞が授与され，総会終了後に受賞

記念講演が行われた．

　一般講演の発表申込件数は331件で，過去3回とほぼ

同じであった．その内訳は第1種講演が249，第2種講

演が54，ポスターが28件であった．第2種講演として

申し込まれた講演のうち，予稿が第2種の要件を満た

さない等の理由でプログラム編成時に第1種に変更し

たものが15件（前回は14件）あった．なお今回から発

表件数の制限が強化され，口頭発表・ポスター発表と

もに，1講演者についてそれぞれ1件以内（ただしス

ペシャル・セッションはこの制限外）となった．その

結果，ポスター発表の件数がこれまでよりもやや多く

なった．スペシャル・セッションは，「大陸スケールの

エネルギー・水収支と陸面過程」をテーマとして第1

日目に行われ，24件の発表があった．

　会期中およびその前後には，個別のテーマによる研

究会が計3件開かれた．

　今大会事務局として大会準備・運営にご尽力頂いた

気象庁海洋気象部と東京管区気象台の皆様に深く感謝

の意を表します．

　　　　　　　　　　1995年6月　講演企画委員会
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